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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 24,771 3.6 916 39.0 887 40.4 578 161.2
24年3月期第2四半期 23,888 0.2 658 111.3 632 133.0 221 75.2

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 460百万円 （81.1％） 24年3月期第2四半期 254百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 2.64 ―
24年3月期第2四半期 0.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 58,742 35,770 60.8
24年3月期 59,651 36,007 60.3
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  35,770百万円 24年3月期  36,007百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 1.25 ― 1.75 3.00
25年3月期 ― 1.75
25年3月期（予想） ― 1.75 3.50

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,700 5.8 2,320 42.7 2,250 41.2 1,190 152.1 5.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 
（決算補足説明資料の入手方法について） 
当社は、平成24年11月28日（水）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会の資料及び動画については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 224,487,500 株 24年3月期 239,487,500 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 6,107,986 株 24年3月期 19,233,950 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 218,964,012 株 24年3月期2Q 227,085,675 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（以下「当期」という。）におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要

などにより、緩やかな景気回復の兆しが見られたものの、長期化する円高や欧州政府債務危機問題に加え、新

興国経済の減速傾向など、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

このような経済環境のなか、当社グループでは、成長を続けるメディカルサービス事業に経営資源を投下し、

更なる収益の拡大を図りました。また、インテリア健康事業においては、高付加価値・高機能商品を中心に据

えるとともに、家具販売店に高齢者の方により活動的になっていただくための「リハテック」ブランド商品と

介護福祉用具を展示・販売する「悠々プラチナコーナー」を設置するなど、グループ全体で高齢社会に向けた

事業の取り組みを強化してまいりました。 

このような状況のもと、当社グループの当期における業績は、売上高は24,771百万円 （前年同四半期比

3.6％増）、営業利益は916百万円（前年同四半期比39.0％増）、経常利益は887百万円（前年同四半期比40.4％

増）となりました。また、平成24年７月12日に公表いたしました「連結子会社で発生した火災に関するお知ら

せ」の中でご報告いたしましたとおり、平成24年７月11日に、当社の連結子会社である東京ベッド株式会社の

千葉工場において火災が発生し、同社の製造棟と倉庫がほぼ全焼いたしました。これにより、災害による損失

として当期の特別損失に213百万円計上した一方、保険金収入に伴う保険差益として特別利益に399百万円計上

したことなどにより、四半期純利益は578百万円（前年同四半期比161.2％増）となりました。 

各セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① メディカルサービス事業 

メディカルサービス事業においては、介護保険の給付額が増加している福祉用具貸与事業に対して、営業

拠点２箇所（愛知県尾張市、東京都町田市）を新設し、レンタルを中心とした売上高の拡大を図りました。 

前期より販売を開始した、スプリングの寝心地と介護ベッドに求められる薄さを両立した業界初の介護用

高密度連続スプリング使用の在宅介護用マットレス「ＳＭ-１２」や、「リハテック」ブランド商品などにつ

きましては、介護支援専門員や代理店を対象とした研修会や商品説明会を開催するとともに、テレビコマー

シャルの放映により、顧客数の拡大とブランドイメージの向上に努めてまいりました。 

また、フランスベッドの高級ベッドと医療・介護用ベッド分野で培った実績と技術を反映し、優れた体圧

分散性と安定した寝心地を実現する床ずれ防止用のエアマットレス「ゆめりら」を開発し、販売を開始いた

しました。 

設備投資が増加傾向にある病院や福祉施設等につきましては、営業員の研修による戦力化などに努めたこ

とにより、好調に推移いたしました。 

また、軽介護度者の介護予防サービスに特化した通所介護施設「悠悠いきいき倶楽部」を６箇所（直営店

１箇所、フランチャイズ店５箇所）新規オープンいたしました。 

以上の結果、メディカルサービス事業の売上高は13,727百万円（前年同四半期比6.4％増）、営業利益は

825百万円（前年同四半期比10.9％増）となりました。 

② インテリア健康事業 

インテリア健康事業においては、家庭用高級ベッドのデザイン性と介護用ベッドの機能性を融合させた、

アクティブシニア向けの高品質な電動リクライニングベッド「グランマックス」シリーズを新たに投入した

ほか、３つの硬さと４つのグレードから選べる主力商品の「ライフトリートメントマットレス」シリーズに

おいては、温度変化を和らげる業界初の機能「ナノテンプサーモ」をマットレスに付加し、「ニューライフ

トリートメントマットレス」としてリニューアルし、販売を開始いたしました。 

また、「電動アシスト三輪自転車」やハンドル型電動車いす「Ｓ１４１」などの「リハテック」ブランド

商品の試乗会を家具販売店などの店頭で行なうなど、本格的な高齢社会の到来に向けて、高齢者向け商品の

拡販に努めてまいりました。 

なお、当事業セグメントに属する東京ベッド株式会社におきましては、他の連結子会社の設備等を利用し

て事業を再開いたしましたが、当期においては、大幅な減産・減販となりました。 

以上の結果、インテリア健康事業の売上高は9,202百万円（前年同四半期比0.3％増）、営業利益は68百万

円（前年同四半期は営業損失109百万円）となりました。 
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③ その他 

その他のうち、日用品雑貨販売事業においては、取扱商品の見直しや店舗のスクラップ＆ビルドを継続的

に行ない、収益の改善を進めるとともに、６月には、中高年の女性をターゲットとした新業態店舗を開設し、

新たな売上の獲得に取り組んでまいりました。 

また、戸別訪問販売事業においては、高齢者向け商品の販売を強化することなどによって売上の低下に歯

止めをかけ、収益性の改善に努めてまいりました。 

以上の結果、その他の売上高は1,841百万円（前年同四半期比0.9％増）、営業利益は５百万円（前年同四

半期比20.4％増）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

(資産) 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）と比較して908百万

円減少し58,742百万円となりました。流動資産は前期末と比較して1,002百万円減少し32,552百万円となりまし

た。主な要因は、受取手形及び売掛金1,484百万円の減少などによるものであります。固定資産は前期末と比較

して101百万円増加し26,173百万円となりました。主な要因は、長期預金の預入600百万円などの増加に対し、

有形及び無形固定資産の減価償却、子会社の工場火災により設備を焼失したことなどによる減少であります。 

(負債) 

負債は、前期末と比較して671百万円減少し22,971百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金  

737百万円などの減少によるものであります。 

(純資産) 

純資産は、前期末と比較して237百万円減少して、35,770百万円となりました。主な要因は、増加については

四半期純利益578百万円などであり、減少については自己株式の取得312百万円、剰余金の配当385百万円、有価

証券評価差額金110百万円などによるものであります。 

以上の結果、自己資本比率は、前期末の60.3％から60.8％となりました。 

 

(キャッシュ・フローの状況) 

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、現金及び現金同等物残高が前期末と比較

して566百万円増加し10,523百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,980百万円の収入（前年同四半期は2,378百万円の収入）とな

りました。主な要因として、収入については、税金等調整前四半期純利益1,067百万円、非資金項目である

減価償却費1,840百万円などの計上、および売上債権の減少1,522百万円などによるものであり、支出につ

いては仕入債務の減少737百万円、たな卸資産の増加220百万円などによるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,551百万円の支出（前年同四半期は3,680百万円の支出）とな

りました。主な要因は、有形固定資産の取得1,412百万円、無形固定資産の取得120百万円、その他の関係

会社有価証券の取得103百万円などの支出によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、859百万円の支出（前年同四半期は1,164百万円の支出）となり

ました。主な要因は、短期借入金の返済50百万円、自己株式の取得312百万円、配当金の支払額384百万円

などの支出によるものであります。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年５月15日付「平成24年３月期決算短信」にて公表した業績予想につきましては変更ありません。 
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２．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成24年９月30日) 

資産の部      

  流動資産      

    現金及び預金  7,558   7,524

    受取手形及び売掛金  11,059   9,574

    有価証券  5,498   5,498

    商品及び製品  5,618   5,524

    仕掛品  332   365

    原材料及び貯蔵品  1,561   1,571

    その他  1,959   2,521

    貸倒引当金  △31   △27

    流動資産合計  33,554   32,552

  固定資産      

    有形固定資産      

      土地  6,413   6,413

      その他（純額）  9,721   9,460

      有形固定資産合計  16,134   15,873

    無形固定資産  1,129   1,044

    投資その他の資産  8,807   9,254

    固定資産合計  26,071   26,173

  繰延資産  24   16

  資産合計  59,651   58,742

負債の部      

  流動負債      

    支払手形及び買掛金  4,435   3,697

    ファクタリング未払金  2,130   2,062

    短期借入金  2,125   2,075

    1年内償還予定の社債  －   3,150

    未払法人税等  155   492

    賞与引当金  1,121   1,143

    その他の引当金  16   74

    その他  3,911   3,728

    流動負債合計  13,895   16,423

  固定負債      

    社債  3,150   －

    長期借入金  2,000   2,000

    退職給付引当金  2,576   2,678

    その他の引当金  459   454

    資産除去債務  24   24

    その他  1,537   1,390

    固定負債合計  9,747   6,547

  負債合計  23,643   22,971
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成24年９月30日) 

純資産の部      

  株主資本  

    資本金  3,000   3,000

    資本剰余金  5,116   1,867

    利益剰余金  32,088   32,281

    自己株式  △4,165   △1,229

    株主資本合計  36,039   35,919

  その他の包括利益累計額      

    その他有価証券評価差額金  10   △110

    繰延ヘッジ損益  －   9

    為替換算調整勘定  △42   △47

    その他の包括利益累計額合計  △31   △148

  純資産合計  36,007   35,770

負債純資産合計  59,651   58,742
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

(四半期連結損益計算書) 

(第２四半期連結累計期間) 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高  23,888   24,771

売上原価  13,086   13,474

売上総利益  10,801   11,297

販売費及び一般管理費  10,142   10,380

営業利益  658   916

営業外収益      

  受取利息  7   7

  受取配当金  11   11

  その他  61   53

  営業外収益合計  81   73

営業外費用      

  支払利息  54   47

  その他  52   54

  営業外費用合計  107   101

経常利益  632   887

特別利益      

  固定資産売却益  0   0

  投資有価証券売却益  －   0

  保険差益  －   399

  その他  －   7

  特別利益合計  0   407

特別損失      

  固定資産売却損  0   －

  固定資産除却損  6   14

  投資有価証券評価損  0   0

  災害による損失  21   213

  関係会社清算損  17   －

  本社移転費用  151   －

  特別損失合計  197   227

税金等調整前四半期純利益  434   1,067

法人税、住民税及び事業税  54   453

法人税等調整額  158   36

法人税等合計  213   489

少数株主損益調整前四半期純利益  221   578

四半期純利益  221   578
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(四半期連結包括利益計算書) 

(第２四半期連結累計期間) 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益  221   578

その他の包括利益      

  その他有価証券評価差額金  78   △121

  繰延ヘッジ損益  △34   9

  為替換算調整勘定  △10   △5

  その他の包括利益合計  33   △117

四半期包括利益  254   460

（内訳）      

  親会社株主に係る四半期包括利益  254   460

  少数株主に係る四半期包括利益  －   －
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

  税金等調整前四半期純利益  434   1,067

  減価償却費  1,892   1,840

  固定資産売却損益（△は益）  0   △0

  固定資産除却損  6   12

  投資有価証券売却損益（△は益）  －   △0

  投資有価証券評価損益（△は益）  0   0

  貸倒引当金の増減額（△は減少）  △22   △7

  賞与引当金の増減額（△は減少）  8   11

  退職給付引当金の増減額（△は減少）  214   93

  前払年金費用の増減額（△は増加）  0   △35

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）  6   △5

  災害損失引当金の増減額（△は減少）  △20   58

  その他の引当金の増減額（△は減少）  △34   △0

  受取利息及び受取配当金  △19   △19

  支払利息  54   47

  災害損失  21   154

  保険差益  －   △399

  売上債権の増減額（△は増加）  798   1,522

  たな卸資産の増減額（△は増加）  △73   △220

  仕入債務の増減額（△は減少）  △558   △737

  ファクタリング未払金の増減額（△は減少）  △157   △68

  未払費用の増減額（△は減少）  △67   △93

  その他  △61   △170

  小計  2,423   3,050

  利息及び配当金の受取額  18   20

  利息の支払額  △59   △47

  災害損失の支払額  －   △63

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払）  △3   19

  営業活動によるキャッシュ・フロー  2,378   2,980

投資活動によるキャッシュ・フロー      

  定期預金の預入による支出  △1,000   △2,100

  定期預金の払戻による収入  500   2,100

  有価証券の取得による支出  △1,499   △999

  有価証券の償還による収入  －   999

  有形固定資産の取得による支出  △1,626   △1,412

  有形固定資産の売却による収入  0   0

  投資有価証券の取得による支出  △0   △0

  投資有価証券の売却による収入  －   100

  その他の関係会社有価証券の取得による支出 －  △103

  貸付けによる支出 －  △20

  貸付金の回収による収入 2  4

  無形固定資産の取得による支出 △56  △120

  投資活動によるキャッシュ・フロー △3,680  △1,551
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  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

  短期借入金の返済による支出  －   △50

  長期借入金の返済による支出  △112   －

  社債の償還による支出  △387   －

  自己株式の取得による支出  △362   △312

  セール・アンド・リースバックによる収入  809   712

  リース債務の返済による支出  △827   △824

  配当金の支払額  △284   △384

  財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,164   △859

現金及び現金同等物に係る換算差額  △9   △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △2,474   566

現金及び現金同等物の期首残高  13,384   9,957

現金及び現金同等物の四半期末残高  10,909   10,523
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

(セグメント情報) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年９月30日） 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

メディカル
サービス 

インテリア
健康 

計 

売上高   

外部顧客への
売上高 

12,891 9,173 22,065 1,823 23,888 － 23,888

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

1 274 276 47 323 △323 －

計 12,893 9,448 22,341 1,870 24,212 △323 23,888

セグメント利益
又は損失（△） 

743 △109 634 4 639 19 658

 

当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日  至平成24年９月30日） 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

メディカル
サービス 

インテリア
健康 

計 

売上高   

外部顧客への
売上高 

13,727 9,202 22,930 1,841 24,771 － 24,771

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

0 255 256 46 302 △302 －

計 13,728 9,458 23,186 1,887 25,074 △302 24,771

セグメント利益
又は損失（△） 

825 68 893 5 899 16 916

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、戸別訪問販売、日用品雑貨販

売、展示会設営及び不動産賃貸等の事業を含んでおります。 

２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

セグメント利益 

                                      （単位：百万円） 

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

セグメント間取引消去 371 393 

全社費用※ △351 △376 

合計 19 16 

※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提出会社の総務部門等管理部門に係る費

用であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年９月30日） 

当社及び連結子会社の本社移転に伴い、将来の使用見込が定まっていない資産について、当該資産の帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、減損損失を計上しております。報告セグメントごとの減損損失の計上額は以下のとおりでありま

す。 

（単位：百万円） 

 
メディカル 
サービス 

インテリア健康 その他 全社・消去 計 

減損損失（注） 11 15 4 3 35 

（注）特別損失「本社移転費用」に含めて表示しております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日  至平成24年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成24年４月27日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を行うこと

を決議し、平成24年５月18日付で自己株式の消却を実施いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間にお

いて、資本剰余金および自己株式がそれぞれ3,248百万円減少しております。 
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